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○
経
済
産
業
省
令
第
十
七
号

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
五
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
環
境
影
響

評
価
法(

平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号)

第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項(

同
条
第
四
項
及
び
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。)
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
並

び
に
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
発
電
所
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
の
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定

並
び
に
当
該
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
に
関
す
る
指
針
、
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当

該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
並
び
に
環
境
の
保
全
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

発
電
所
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
の
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
並
び
に
当
該
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係

る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
に
関
す
る
指
針
、
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及

び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
並
び
に
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
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等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

発
電
所
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
の
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
並
び
に
当
該
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
調

査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
に
関
す
る
指
針
、
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合

理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
並
び
に
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令(

平
成
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

(

法
第
三
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項)

(
法
第
三
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項)

第
一
条

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令(

平
成
九
年
政
令
第

第
一
条

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令(

平
成
九
年
政
令
第
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三
百
四
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。)

別
表
第
一

三
百
四
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。)

別
表
第
一

の
五
の
項
の
イ
か
ら
カ
ま
で
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
要
件

の
五
の
項
の
イ
か
ら
ヲ
ま
で
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
第
一
種
事
業(

以
下
「
第
一
種
事
業
」
と

に
該
当
す
る
第
一
種
事
業(

以
下
「
第
一
種
事
業
」
と

い
う
。)

に
係
る
環
境
影
響
評
価
法(

平
成
九
年
法
律
第

い
う
。)

に
係
る
環
境
影
響
評
価
法(

平
成
九
年
法
律
第

八
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。)

第
三
条
の
二
第

八
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。)

第
三
条
の
二
第

一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
種
事
業
に

一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
種
事
業
に

係
る
発
電
設
備
等
の
構
造
若
し
く
は
配
置
、
第
一
種
事

係
る
発
電
設
備
等
の
構
造
若
し
く
は
配
置
、
第
一
種
事

業
を
実
施
す
る
位
置
又
は
第
一
種
事
業
の
規
模
に
関
す

業
を
実
施
す
る
位
置
又
は
第
一
種
事
業
の
規
模
に
関
す

る
事
項
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
も
の
と

る
事
項
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
も
の
と

す
る

す
る
。

一
～
二
［
略
］

一
～
二
［
略
］

(

第
二
種
事
業
の
届
出)

(
第
二
種
事
業
の
届
出)

第
十
五
条

令
別
表
第
一
の
五
の
項
の
イ
、
ハ
、
ホ
か
ら

第
十
五
条

令
別
表
第
一
の
五
の
項
の
イ
、
ハ
、
ホ
か
ら
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チ
ま
で
、
ル
か
ら
カ
ま
で
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
要
件
に

チ
ま
で
、
ル
及
び
ヲ
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当

該
当
す
る
第
二
種
事
業
に
係
る
法
第
四
条
第
一
項
の
規

す
る
第
二
種
事
業
に
係
る
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
一
の
届
出
書
に
よ
り
行
う

よ
る
届
出
は
、
様
式
第
一
の
届
出
書
に
よ
り
行
う
も
の

も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

（
第
二
種
事
業
の
判
定
の
基
準
）

（
第
二
種
事
業
の
判
定
の
基
準
）

第
十
六
条

令
別
表
第
一
の
五
の
項
の
イ
、
ハ
、
ホ
か
ら

第
十
六
条

令
別
表
第
一
の
五
の
項
の
イ
、
ハ
、
ホ
か
ら

チ
ま
で
、
ル
か
ら
カ
ま
で
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
要
件
に

チ
ま
で
、
ル
及
び
ヲ
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当

該
当
す
る
第
二
種
事
業
に
係
る
法
第
四
条
第
三
項
（
同

す
る
第
二
種
事
業
に
係
る
法
第
四
条
第
三
項
（
同
条
第

条
第
四
項
及
び
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

四
項
及
び
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
第

場
合
を
含
む
。
）
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
第
二
種

二
種
事
業
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

事
業
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

る
と
き
は
、
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い
も
の
と
な
る

き
は
、
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い
も
の
と
な
る
お
そ

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

れ
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。
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一
～
二

［
略
］

一
～
二

［
略
］

三

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
種
類
の
発
電
所
を

三

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
種
類
の
発
電
所
を

設
置
す
る
場
所
の
周
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内

設
置
す
る
場
所
の
周
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内

に
、
工
事
期
間
が
重
な
る
一
以
上
の
当
該
発
電
所
と

に
、
工
事
期
間
が
重
な
る
一
以
上
の
当
該
発
電
所
と

同
一
種
類
の
発
電
所
の
設
置
に
よ
り
、
総
体
と
し
て

同
一
種
類
の
発
電
所
の
設
置
に
よ
り
、
総
体
と
し
て

の
発
電
出
力
が
令
別
表
第
一
の
五
の
項
の
第
二
欄
に

の
発
電
出
力
が
令
別
表
第
一
の
五
の
項
の
第
二
欄
に

掲
げ
る
要
件
の
う
ち
事
業
の
規
模
に
係
る
も
の
（
次

掲
げ
る
要
件
の
う
ち
事
業
の
規
模
に
係
る
も
の
（
次

号
に
お
い
て
「
第
一
種
事
業
規
模
」
と
い
う
。
）
に

号
に
お
い
て
「
第
一
種
事
業
規
模
」
と
い
う
。
）
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
又
は
第
五
号
か
ら
第
二

該
当
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
又
は
第
五
号
か
ら
第
二

十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
る
こ
と
。

る
こ
と
と
な
る
こ
と
。

イ
・
ロ

［
略
］

イ
・
ロ

［
略
］

ハ

太
陽
電
池
発
電
所

［
新
設
］



- 6 -

ニ

風
力
発
電
所

ハ

風
力
発
電
所

四
～
六

[

略]

四
～
六

[

略]
七

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号

七

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号

）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和

）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七
条
の
保
育
所

二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七
条
の
保
育
所

又
は
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）

又
は
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）

第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
若
し
く
は
同

第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
若
し
く
は
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
の
う
ち
患
者
の
収
容

条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
の
う
ち
患
者
の
収
容

施
設
を
有
す
る
も
の
（
以
下
「
学
校
等
」
と
総
称
す

施
設
を
有
す
る
も
の
（
以
下
「
学
校
等
」
と
総
称
す

る
。
）
が
火
力
発
電
所
、
太
陽
電
池
発
電
所
又
は
風

る
。
）
が
火
力
発
電
所
又
は
風
力
発
電
所
を
設
置
す

力
発
電
所
を
設
置
す
る
場
所
の
周
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト

る
場
所
の
周
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
存
在

ル
の
範
囲
内
に
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
発
電
所

す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
騒
音

か
ら
発
生
す
る
騒
音
の
学
校
等
に
お
け
る
予
測
値
が

の
学
校
等
に
お
け
る
予
測
値
が
、
環
境
基
本
法
第
十
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、
環
境
基
本
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
騒

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
騒
音
に
係
る
環
境
上
の

音
に
係
る
環
境
上
の
条
件
に
つ
い
て
の
基
準
（
以
下

条
件
に
つ
い
て
の
基
準
（
以
下
「
騒
音
に
係
る
環
境

「
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
」
と
い
う
。
）
の
地
域
の

基
準
」
と
い
う
。
）
の
地
域
の
類
型
Ａ
Ａ
の
夜
間
の

類
型
Ａ
Ａ
の
夜
間
の
値
を
超
え
る
こ
と
。

値
を
超
え
る
こ
と
。

八
～
九

[

略]

八
～
九

[

略]

十

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

十

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

九
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
定
め
る
地
域
が
火

九
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
定
め
る
地
域
が
火

力
発
電
所
、
太
陽
電
池
発
電
所
又
は
風
力
発
電
所
を

力
発
電
所
又
は
風
力
発
電
所
を
設
置
す
る
場
所
の
周

設
置
す
る
場
所
の
周
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内

囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
存
在
す
る
場
合
で

に
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
発
電
所
か
ら
発
生
す

あ
っ
て
、
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
騒
音
の
当
該
地
域

る
騒
音
の
当
該
地
域
に
お
け
る
予
測
値
が
、
騒
音
に

に
お
け
る
予
測
値
が
、
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
地

係
る
環
境
基
準
の
地
域
の
類
型
Ａ
の
夜
間
の
値
を
超

域
の
類
型
Ａ
の
夜
間
の
値
を
超
え
る
こ
と
。

え
る
こ
と
。
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十
一
～
二
十
三

[

略]

十
一
～
二
十
三

[

略]

二
十
四

火
力
発
電
所
、
太
陽
電
池
発
電
所
又
は
風
力

二
十
四

火
力
発
電
所
又
は
風
力
発
電
所
を
設
置
す
る

発
電
所
を
設
置
す
る
場
所
の
周
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

場
所
の
周
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
国
又
は

の
範
囲
内
に
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
測
定
し
て
い

地
方
公
共
団
体
の
測
定
し
て
い
る
騒
音
の
測
定
点
（

る
騒
音
の
測
定
点
（
以
下
「
騒
音
の
測
定
点
」
と
い

以
下
「
騒
音
の
測
定
点
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
騒

う
。
）
に
お
い
て
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
が
確
保
さ

音
に
係
る
環
境
基
準
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
地
点
が

れ
て
い
な
い
地
点
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
発

存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
発
電
所
か
ら
発
生
す
る

電
所
か
ら
発
生
す
る
騒
音
の
当
該
騒
音
の
測
定
点
に

騒
音
の
当
該
騒
音
の
測
定
点
に
お
け
る
予
測
値
が
当

お
け
る
予
測
値
が
当
該
騒
音
の
測
定
点
の
測
定
値
を

該
騒
音
の
測
定
点
の
測
定
値
を
超
え
る
レ
ベ
ル
に
あ

超
え
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
。

る
こ
と
。

二
十
五
～
二
十
八

[

略]
二
十
五
～
二
十
八

[

略]

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
の
選
定
）

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
の
選
定
）
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第
二
十
一
条

特
定
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の

第
二
十
一
条

特
定
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の

項
目
の
選
定
は
、
当
該
特
定
対
象
事
業
に
伴
う
影
響
要

項
目
の
選
定
は
、
当
該
特
定
対
象
事
業
に
伴
う
影
響
要

因
が
当
該
影
響
要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が

因
が
当
該
影
響
要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が

あ
る
環
境
要
素
に
及
ぼ
す
影
響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客

あ
る
環
境
要
素
に
及
ぼ
す
影
響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客

観
的
か
つ
科
学
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
各

観
的
か
つ
科
学
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
発
電
所
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め

号
に
掲
げ
る
発
電
所
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め

る
別
表
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容

る
別
表
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容

と
特
定
対
象
事
業
特
性
と
の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、

と
特
定
対
象
事
業
特
性
と
の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、

当
該
一
般
的
な
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
特
定

当
該
一
般
的
な
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
特
定

対
象
事
業
に
伴
う
当
該
影
響
要
因
に
つ
い
て
当
該
別
表

対
象
事
業
に
伴
う
当
該
影
響
要
因
に
つ
い
て
当
該
別
表

に
お
い
て
そ
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ

に
お
い
て
そ
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ

る
環
境
要
素
に
係
る
項
目
（
以
下
「
参
考
項
目
」
と
い

る
環
境
要
素
に
係
る
項
目
（
以
下
「
参
考
項
目
」
と
い

う
。
）
を
勘
案
し
つ
つ
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
把
握
し

う
。
）
を
勘
案
し
つ
つ
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
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た
特
定
対
象
事
業
特
性
及
び
特
定
対
象
地
域
特
性
に
関

た
特
定
対
象
事
業
特
性
及
び
特
定
対
象
地
域
特
性
に
関

す
る
情
報
を
踏
ま
え
、
当
該
選
定
を
行
う
も
の
と
す

す
る
情
報
を
踏
ま
え
、
当
該
選
定
を
行
う
も
の
と
す

る
。

る
。

一
～
四

[
略]

一
～
四

[

略]

五

太
陽
電
池
発
電
所

別
表
第
五

[

新
規
］

六

風
力
発
電
所

別
表
第
六

五

風
力
発
電
所

別
表
第
五

２
［
略
］

２
［
略
］

３
～
５
［
略
］

３
～
５
［
略
］

(

調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
の
基
本
的
考

(

調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
の
基
本
的
考

え
方)

え
方)

第
二
十
二
条

特
定
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の

第
二
十
二
条

特
定
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の

調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
は
、
選
定
項
目

調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
は
、
選
定
項
目

ご
と
に
選
定
項
目
の
特
性
及
び
特
定
対
象
事
業
が
及
ぼ

ご
と
に
選
定
項
目
の
特
性
及
び
特
定
対
象
事
業
が
及
ぼ
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す
お
そ
れ
が
あ
る
環
境
影
響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客
観

す
お
そ
れ
が
あ
る
環
境
影
響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客
観

的
か
つ
科
学
的
に
検
討
を
行
い
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

的
か
つ
科
学
的
に
検
討
を
行
い
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

選
定
項
目
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

選
定
項
目
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
手
法
に
つ
い
て
、
次
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
に

め
る
手
法
に
つ
い
て
、
次
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
二

[

略]

一
～
二

[

略]

三

前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
三
項

三

前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
三
項

第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目

第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系
に
関
し
、
前
号
の
調
査

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系
に
関
し
、
前
号
の
調
査

結
果
そ
の
他
の
調
査
結
果
に
よ
り
概
括
的
に
把
握
さ

結
果
そ
の
他
の
調
査
結
果
に
よ
り
概
括
的
に
把
握
さ

れ
る
生
態
系
の
特
性
に
応
じ
て
、
上
位
性(

生
態
系

れ
る
生
態
系
の
特
性
に
応
じ
て
、
上
位
性(

生
態
系

の
上
位
に
位
置
す
る
性
質
を
い
う
。)

、
典
型
性(

地

の
上
位
に
位
置
す
る
性
質
を
い
う
。)

、
典
型
性(

地

域
の
生
態
系
の
特
徴
を
典
型
的
に
現
す
性
質
を
い

域
の
生
態
系
の
特
徴
を
典
型
的
に
現
す
性
質
を
い
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う
。)

及
び
特
殊
性(

特
殊
な
環
境
で
あ
る
こ
と
を
示

う
。)

及
び
特
殊
性(

特
殊
な
環
境
で
あ
る
こ
と
を
示

す
指
標
と
な
る
性
質
を
い
う
。)

の
視
点
か
ら
注
目

す
指
標
と
な
る
性
質
を
い
う
。)

の
視
点
か
ら
注
目

さ
れ
る
動
植
物
の
種
又
は
生
物
群
集(

別
表
第
七
か

さ
れ
る
動
植
物
の
種
又
は
生
物
群
集(

別
表
第
六
か

ら
別
表
第
十
二
ま
で
に
お
い
て
「
注
目
種
等
」
と
い

ら
別
表
第
十
ま
で
に
お
い
て
「
注
目
種
等
」
と
い

う
。)

を
複
数
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
生
態
、
他
の
動

う
。)

を
複
数
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
生
態
、
他
の
動

植
物
と
の
関
係
又
は
生
息
環
境
若
し
く
は
生
育
環
境

植
物
と
の
関
係
又
は
生
息
環
境
若
し
く
は
生
育
環
境

を
調
査
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
環
境
影
響
の
程
度
を

を
調
査
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
環
境
影
響
の
程
度
を

把
握
す
る
手
法
そ
の
他
の
適
切
に
生
態
系
へ
の
環
境

把
握
す
る
手
法
そ
の
他
の
適
切
に
生
態
系
へ
の
環
境

影
響
を
把
握
す
る
手
法

影
響
を
把
握
す
る
手
法

四
～
六

[

略]

四
～
六

[

略]

２
～
５

[

略]
２
～
５

[

略]

(

手
法
の
選
定)

(
手
法
の
選
定)

第
二
十
三
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
手
法
の
選
定

第
二
十
三
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
手
法
の
選
定
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に
お
け
る
参
考
項
目
に
係
る
調
査
及
び
予
測
の
手
法
の

に
お
け
る
参
考
項
目
に
係
る
調
査
及
び
予
測
の
手
法
の

選
定
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
に
定
め

選
定
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
に
定
め

る
別
表
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容

る
別
表
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容

と
特
定
対
象
事
業
特
性
と
の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、

と
特
定
対
象
事
業
特
性
と
の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、

参
考
項
目
ご
と
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
発
電
所
の
区
分

参
考
項
目
ご
と
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
発
電
所
の
区
分

に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
別
表
に
掲
げ
る
参
考
と
な

に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
別
表
に
掲
げ
る
参
考
と
な

る
調
査
及
び
予
測
の
手
法(

以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第

る
調
査
及
び
予
測
の
手
法(

以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第

七
か
ら
別
表
第
十
二
ま
で
に
お
い
て
「
参
考
手
法
」
と

六
か
ら
別
表
第
十
ま
で
に
お
い
て
「
参
考
手
法
」
と
い

い
う
。)

を
勘
案
し
つ
つ
、
最
新
の
科
学
的
知
見
を
踏

う
。)

を
勘
案
し
つ
つ
、
最
新
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま

ま
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
第
二
十
条
の
規
定
に

え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ

よ
り
把
握
し
た
特
定
対
象
事
業
特
性
及
び
特
定
対
象
地

り
把
握
し
た
特
定
対
象
事
業
特
性
及
び
特
定
対
象
地
域

域
特
性
を
踏
ま
え
当
該
選
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

特
性
を
踏
ま
え
当
該
選
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

水
力
発
電
所

別
表
第
七

一

水
力
発
電
所

別
表
第
六
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二

火
力
発
電
所(

地
熱
を
利
用
す
る
も
の
を
除
く
。)

二

火
力
発
電
所(

地
熱
を
利
用
す
る
も
の
を
除
く
。)

別
表
第
八

別
表
第
七

三

原
子
力
発
電
所

別
表
第
九

三

原
子
力
発
電
所

別
表
第
八

四

火
力
発
電
所(

地
熱
を
利
用
す
る
も
の
に
限
る
。)

四

火
力
発
電
所(

地
熱
を
利
用
す
る
も
の
に
限
る
。)

別
表
第
十

別
表
第
九

五

太
陽
電
池
発
電
所

別
表
第
十
一

[

新
設]

六

風
力
発
電
所

別
表
第
十
二

五

風
力
発
電
所

別
表
第
十

２
・
３

[

略]

２
・
３

[

略]

(

調
査
の
手
法
の
選
定
の
留
意
事
項)

(

調
査
の
手
法
の
選
定
の
留
意
事
項)

第
二
十
四
条

［
略
］

第
二
十
四
条

［
略
］

一
～
三

［
略
］

一
～
三

［
略
］

四

調
査
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
情
報
を
重

四

調
査
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
情
報
を
重

点
的
に
収
集
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

点
的
に
収
集
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
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地
点(

第
五
項
及
び
別
表
第
七
か
ら
別
表
第
十
二
ま

地
点(

第
五
項
及
び
別
表
第
六
か
ら
別
表
第
十
ま
で

で
に
お
い
て
「
調
査
地
点
」
と
い
う
。)

調
査
す

に
お
い
て
「
調
査
地
点
」
と
い
う
。)

調
査
す
べ

べ
き
情
報
の
内
容
及
び
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る
お

き
情
報
の
内
容
及
び
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ

そ
れ
が
あ
る
対
象
の
状
況
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
を

れ
が
あ
る
対
象
の
状
況
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
を
代

代
表
す
る
地
点
そ
の
他
の
調
査
に
適
切
か
つ
効
果
的

表
す
る
地
点
そ
の
他
の
調
査
に
適
切
か
つ
効
果
的
で

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
点

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
点

五

調
査
に
係
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯(

第
五
項

五

調
査
に
係
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯(

第
五
項

及
び
別
表
第
七
か
ら
別
表
第
十
二
ま
で
に
お
い
て
「

及
び
別
表
第
六
か
ら
別
表
第
十
ま
で
に
お
い
て
「
調

調
査
期
間
等
」
と
い
う
。)

調
査
す
べ
き
情
報
の

査
期
間
等
」
と
い
う
。)

調
査
す
べ
き
情
報
の
内

内
容
を
踏
ま
え
、
調
査
に
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る

容
を
踏
ま
え
、
調
査
に
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と

と
認
め
ら
れ
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯

認
め
ら
れ
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯

２
～
４
［
略
］

２
～
４
［
略
］
(

予
測
の
手
法
の
選
定
の
留
意
事
項)

(

予
測
の
手
法
の
選
定
の
留
意
事
項)
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第
二
十
五
条

［
略
］

第
二
十
五
条

［
略
］

一
・
二
［
略
］

一
・
二
［
略
］

三

予
測
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
環
境
の
状

三

予
測
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
環
境
の
状

況
の
変
化
を
重
点
的
に
把
握
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

況
の
変
化
を
重
点
的
に
把
握
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該
地
点(

別
表
第
七
か
ら
別
表
第
十
二

に
お
け
る
当
該
地
点(

別
表
第
六
か
ら
別
表
第
十
ま

ま
で
に
お
い
て
「
予
測
地
点
」
と
い
う
。)

選
定

で
に
お
い
て
「
予
測
地
点
」
と
い
う
。)

選
定
項

項
目
の
特
性
に
応
じ
て
保
全
す
べ
き
対
象
の
状
況
を

目
の
特
性
に
応
じ
て
保
全
す
べ
き
対
象
の
状
況
を
踏

踏
ま
え
、
予
測
地
域
内
に
お
い
て
予
測
地
域
を
代
表

ま
え
、
予
測
地
域
内
に
お
い
て
予
測
地
域
を
代
表
す

す
る
地
点
、
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

る
地
点
、
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

る
地
点
、
当
該
保
全
す
べ
き
対
象
へ
の
環
境
影
響
を

地
点
、
当
該
保
全
す
べ
き
対
象
へ
の
環
境
影
響
を
的

的
確
に
把
握
で
き
る
地
点
そ
の
他
の
予
測
に
適
切
か

確
に
把
握
で
き
る
地
点
そ
の
他
の
予
測
に
適
切
か
つ

つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
点

効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
点

四

予
測
の
対
象
と
す
る
時
期
、
期
間
又
は
時
間
帯(

四

予
測
の
対
象
と
す
る
時
期
、
期
間
又
は
時
間
帯(
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別
表
第
七
か
ら
別
表
第
十
二
ま
で
に
お
い
て
「
予
測

別
表
第
六
か
ら
別
表
第
十
ま
で
に
お
い
て
「
予
測
対

対
象
時
期
等
」
と
い
う
。)

工
事
の
実
施
後
の
土

象
時
期
等
」
と
い
う
。)

工
事
の
実
施
後
の
土
地

地
又
は
工
作
物
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業
活
動
そ
の

又
は
工
作
物
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業
活
動
そ
の
他

他
の
人
の
活
動
の
開
始(

以
下
「
供
用
開
始
」
と
い

の
人
の
活
動
の
開
始(

以
下
「
供
用
開
始
」
と
い

う
。)

後
の
定
常
状
態
に
な
る
時
期
及
び
影
響
が
最

う
。)

後
の
定
常
状
態
に
な
る
時
期
及
び
影
響
が
最

大
に
な
る
時
期(

最
大
に
な
る
時
期
を
設
定
す
る
こ

大
に
な
る
時
期(

最
大
に
な
る
時
期
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
に
限
る
。)
並
び
に
工
事
の
実
施

と
が
で
き
る
場
合
に
限
る
。)

並
び
に
工
事
の
実
施

に
よ
る
影
響
が
最
大
に
な
る
時
期
そ
の
他
の
予
測
に

に
よ
る
影
響
が
最
大
に
な
る
時
期
そ
の
他
の
予
測
に

適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
期
、
期

適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
期
、
期

間
又
は
時
間
帯

間
又
は
時
間
帯

２
～
５

［
略
］

２
～
５

［
略
］

(

放
射
性
物
質
に
係
る
環
境
影
響
評
価)

(

放
射
性
物
質
に
係
る
環
境
影
響
評
価)

第
二
十
六
条
の
二

特
定
対
象
事
業
に
係
る
放
射
性
物
質

第
二
十
六
条
の
二

特
定
対
象
事
業
に
係
る
放
射
性
物
質
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に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
の
選
定
は
、
当
該
特
定

に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
の
選
定
は
、
当
該
特
定

対
象
事
業
に
伴
う
影
響
要
因
が
当
該
影
響
要
因
に
よ
り

対
象
事
業
に
伴
う
影
響
要
因
が
当
該
影
響
要
因
に
よ
り

影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
環
境
要
素
に
及
ぼ
す
影

影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
環
境
要
素
に
及
ぼ
す
影

響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客
観
的
か
つ
科
学
的
に
検
討
す

響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客
観
的
か
つ
科
学
的
に
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、
別
表
第
十
三
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る

る
こ
と
に
よ
り
、
別
表
第
十
一
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る

一
般
的
な
事
業
の
内
容
と
特
定
対
象
事
業
特
性
と
の
相

一
般
的
な
事
業
の
内
容
と
特
定
対
象
事
業
特
性
と
の
相

違
を
把
握
し
た
上
で
、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
把
握

違
を
把
握
し
た
上
で
、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
把
握

し
た
特
定
対
象
事
業
特
性
及
び
特
定
対
象
地
域
特
性
に

し
た
特
定
対
象
事
業
特
性
及
び
特
定
対
象
地
域
特
性
に

関
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
当
該
特
定
対
象
事
業
の
実
施

関
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
当
該
特
定
対
象
事
業
の
実
施

に
よ
り
放
射
性
物
質
が
相
当
程
度
拡
散
又
は
流
出
す
る

に
よ
り
放
射
性
物
質
が
相
当
程
度
拡
散
又
は
流
出
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
、
同
表
に
掲
げ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
、
同
表
に
掲
げ
る

項
目(

以
下
「
放
射
性
物
質
に
係
る
参
考
項
目
」
と
い

項
目(

以
下
「
放
射
性
物
質
に
係
る
参
考
項
目
」
と
い

う
。)

を
勘
案
し
つ
つ
、
当
該
選
定
を
行
う
も
の
と
す

う
。)

を
勘
案
し
つ
つ
、
当
該
選
定
を
行
う
も
の
と
す
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る
。

る
。

２

［
略
］

２

［
略
］

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
手
法
の
選
定
に
お
け
る
放
射
性

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
手
法
の
選
定
に
お
け
る
放
射
性

物
質
に
係
る
参
考
項
目
に
係
る
調
査
及
び
予
測
の
手
法

物
質
に
係
る
参
考
項
目
に
係
る
調
査
及
び
予
測
の
手
法

の
選
定
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
十
三
備
考
第
二
号
に
掲

の
選
定
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
十
一
備
考
第
二
号
に
掲

げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
と
特
定
対
象
事
業
特
性
と

げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
と
特
定
対
象
事
業
特
性
と

の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、
同
表
に
掲
げ
る
参
考
と
な

の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、
同
表
に
掲
げ
る
参
考
と
な

る
調
査
及
び
予
測
の
手
法(

同
表
に
お
い
て
「
参
考
手

る
調
査
及
び
予
測
の
手
法(

同
表
に
お
い
て
「
参
考
手

法
」
と
い
う
。)

を
勘
案
し
つ
つ
、
最
新
の
科
学
的
知

法
」
と
い
う
。)

を
勘
案
し
つ
つ
、
最
新
の
科
学
的
知

見
を
踏
ま
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
第
二
十
条
の

見
を
踏
ま
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
第
二
十
条
の

規
定
に
よ
り
把
握
し
た
特
定
対
象
事
業
特
性
及
び
特
定

規
定
に
よ
り
把
握
し
た
特
定
対
象
事
業
特
性
及
び
特
定

対
象
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
当
該
選
定
を
行
う
も
の
と

対
象
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
当
該
選
定
を
行
う
も
の
と

す
る
。

す
る
。
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４

第
五
条
第
三
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検

４

第
五
条
第
三
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検

討
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二

討
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二

十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
第
一
項
の
選
定

十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
第
一
項
の
選
定

に
つ
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並

に
つ
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並

び
に
第
二
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
第
二
項
の

び
に
第
二
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
第
二
項
の

選
定
に
つ
い
て
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の

選
定
に
つ
い
て
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の

規
定
は
前
項
の
選
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す

規
定
は
前
項
の
選
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
三
項
か
ら
第
五

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
三
項
か
ら
第
五

項
ま
で
並
び
に
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「

項
ま
で
並
び
に
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
」

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
」

と
、
第
五
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
計
画
段
階
配
慮

と
、
第
五
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
計
画
段
階
配
慮

事
項
」
と
あ
る
の
は
「
項
目
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「

事
項
」
と
あ
る
の
は
「
項
目
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「

専
門
家
そ
の
他
の
環
境
影
響
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る

専
門
家
そ
の
他
の
環
境
影
響
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る



- 21 -

者(

以
下
「
専
門
家
等
」
と
い
う
。)

」
と
あ
る
の
は
「

者(

以
下
「
専
門
家
等
」
と
い
う
。)

」
と
あ
る
の
は
「

専
門
家
等
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
事
項(

以
下
「
選

専
門
家
等
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
事
項(

以
下
「
選

定
事
項
」
と
い
う
。)

」
と
あ
る
の
は
「
項
目
」
と
、

定
事
項
」
と
い
う
。)

」
と
あ
る
の
は
「
項
目
」
と
、

第
二
十
一
条
第
四
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び

第
二
十
一
条
第
四
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び

第
三
項
中
「
参
考
項
目
」
と
あ
る
の
は
「
放
射
性
物
質

第
三
項
中
「
参
考
項
目
」
と
あ
る
の
は
「
放
射
性
物
質

に
係
る
参
考
項
目
」
と
、
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
第

に
係
る
参
考
項
目
」
と
、
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
第

二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
中
「
選
定
項
目
」
と
あ
る

二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
中
「
選
定
項
目
」
と
あ
る

の
は
「
放
射
性
物
質
に
係
る
選
定
項
目
」
と
、
第
二
十

の
は
「
放
射
性
物
質
に
係
る
選
定
項
目
」
と
、
第
二
十

二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条

二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条

の
二
第
二
項
」
と
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
中

の
二
第
二
項
」
と
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
中

「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項

「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項

」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は

」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
十
六
条
の
二
第
三
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「

「
第
二
十
六
条
の
二
第
三
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
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第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
の
二
第
三
項
」

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
の
二
第
三
項
」

と
、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に

と
、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に

第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
別
表
第

第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
別
表
第

七
か
ら
別
表
第
十
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
十

六
か
ら
別
表
第
十
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
十
一

三
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一

」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項

項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項

第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
に

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」
と

お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、

、
第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
原
単
位
及
び
係
数
」
と
あ

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
原
単
位
及
び
係
数
」
と
あ
る

る
の
は
「
係
数
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と

の
は
「
係
数
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す

す
る
。

る
。

別
表
第
一
～
四
［
略
］

別
表
第
一
～
四
［
略
］

別
表
第
五
（
第
二
十
一
条
関
係
）

［
新
設
］
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［
表
は
別
紙
］

別
表
第
六
（
第
二
十
一
条
関
係
）

別
表
第
五
（
第
二
十
一
条
関
係
）

別
表
第
七
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
六
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
八
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
七
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
九
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
八
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
十
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
九
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
十
一
（
第
二
十
三
条
関
係
）

［
新
規
］

［
表
は
別
紙
］

別
表
十
二
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
十
（
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
十
三
（
第
二
十
六
条
の
二
関
係
）

別
表
第
十
一
（
第
二
十
六
条
の
二
関
係
）

備
考

一　

［
略
］

二　

こ
の
表
に
お
け
る
「
影
響
要
因
の
区
分
」
は
、
別
表
第
一
か
ら
第
六
ま
で
の
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
的

　

な
事
業
の
内
容
を
踏
ま
え
区
分
し
た
も
の
で
あ
る

三　

［
略
］

備
考

一　

［
略
］

二　

こ
の
表
に
お
け
る
「
影
響
要
因
の
区
分
」
は
、
別
表
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
的

　

な
事
業
の
内
容
を
踏
ま
え
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

三　

［
略
］
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備
考

表
中
の
［

］
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



1

ロ イ

(2)　　(1)　　(3)(2)(1)　　

○ ○
粉
じ
ん

等
大
気
質

○ ○ ○
騒
音

騒
音

 ○ ○
振
動

振
動

○ 　
重
要
な

地
形
及

び
地
質

地
形
及

び
地
質

○
土
地

の
安

定
性

地
盤

○
反
射
光

そ
の
他

○ ○ 　

重
要
な
種
及
び

注
目
す
べ
き
生

息
地

　 ○ ○

重
要
な
種
及
び

重
要
な
群
落

○ ○

地
域
を
特
徴
づ

け
る
生
態
系

○

主
要
な
眺
望
点

及
び
景
観
資
源

並
び
に
主
要
な

眺
望
景
観

○ ○
主
要
な

人
と
自

然
と
の

触
れ
合

い
の
活

動
の
場

○ ○

産
業
廃
棄
物

○
残
土

工
事
用
資
材
等
の
搬

出
入

造
成
等
の
施
工
に
よ

る
一
時
的
な
影
響

十
　
こ
の
表
に
お
い
て
「

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
」

と
は
、

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
て
い
る
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
を
い
う
。

工
事
の
実

施備
考

地
形
改
変
及
び
施
設

の
存
在

九
　
こ
の
表
に
お
い
て
「

主
要
な
眺
望
景
観
」

と
は
、

主
要
な
眺
望
点
か
ら
景
観
資
源
を
眺
望
す
る
景
観
を
い
う
。

四
　
こ
の
表
に
お
い
て
「

土
地
の
安
定
性
」

と
は
、

太
陽
電
池
発
電
所
を
設
置
す
る
た
め
に
造
成
等
が
行
わ
れ
る
傾
斜
地
に
お
い
て
、

土
地
の
形
状
が
保
持
さ
れ
る
性
質
を
い
う
。

人
と
自
然
と
の
豊
か
な

触
れ
合
い
の
確
保
を
旨

と
し
て
調
査
、

予
測
及

び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環

境
要
素

五
　
こ
の
表
に
お
い
て
「

重
要
な
地
形
及
び
地
質
」
、
「

重
要
な
種
」
、
「

重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
」

と
は
、

学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し

て
、

調
査
、

予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素

水
環
境

植
物

生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的

保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、

予
測
及
び
評
価
さ
れ
る

べ
き
環
境
要
素

生
態
系

大
気
環
境

動
物

造
成
等
の
施
工
と
し
て
、

樹
木
の
伐
採
等
､
掘
削
､
地
盤
改
良
､
盛
土
等
に
よ
る
敷
地
、

調
整
池
、

搬
入
道
路
の
造
成
、

整
地
を
行
う
。

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
と
し
て
、

建
築
物
、

工
作
物
等
の
建
築
工
事
に
必
要
な
資
材
の
搬
出
入
、

工
事
関
係
者
の
通
勤
、

残
土
、

伐
採
樹
木
、

廃
材
の
搬
出
を
行
う
。

建
設
機
械
の
稼
働
と
し
て
、

建
築
物
、

工
作
物
等
の
設
置
工
事

(

既
設
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃
棄
を
含
む
。

)

を
行
う
。

　
工
事
の
実
施
に
関
す
る
内
容

○

施
設
の
稼
働

一
　
○
印
は
、

各
欄
に
掲
げ
る
環
境
要
素
が
、

影
響
要
因
の
区
分
の
項
に
掲
げ
る
各
要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

土
地
又
は

工
作
物
の

存
在
及
び

供
用

別
表
第
五
（

第
二
十
一
条
関
係
）

人
と
自

然
と
の

触
れ
合

い
の
活

動
の
場

廃
棄
物
等

環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度

に
よ
り
予
測
及
び
評
価
さ
れ

る
べ
き
環
境
要
素

二
　
こ
の
表
に
お
け
る
「

影
響
要
因
の
区
分
」

は
、

次
に
掲
げ
る
発
電
所
に
お
け
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
を
踏
ま
え
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

水
の
濁
り

水
質

○

景
観

建
設
機
械
の
稼
働

七
　
こ
の
表
に
お
い
て
「

注
目
す
べ
き
生
息
地
」

と
は
、

学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
こ
と
、

地
域
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
注
目
す
べ
き
生
息
地
を
い
う
。

八
　
こ
の
表
に
お
い
て
「

主
要
な
眺
望
点
」

と
は
、

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
て
い
る
眺
望
す
る
場
所
を
い
う
。

地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
と
し
て
、

地
形
改
変
等
を
実
施
し
建
設
さ
れ
た
太
陽
電
池
発
電
所
を
有
す
る
。

施
設
の
稼
働
と
し
て
、

太
陽
電
池
発
電
所
の
運
転
を
行
う
。

六
　
こ
の
表
に
お
い
て
「

反
射
光
」

と
は
、

太
陽
電
池
に
入
射
し
た
太
陽
光
が
反
射
し
、

住
居
等
保
全
対
象
に
到
達
す
る
現
象
を
い
う
。

三
　
こ
の
表
に
お
い
て
「

粉
じ
ん
等
」

と
は
、

粉
じ
ん
、

ば
い
じ
ん
及
び
自
動
車
の
運
行
及
び
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
い
発
生
す
る
粒
子
状
物
質
を
い
う
。

そ
の
他
の
環
境

　
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用
に
関
す
る
内
容

影
響
要
因
の
区
分

環
境
要
素
の
区
分
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別
表
第
十
一
（
第
二
十
三
条
関
係
）

参

考

項

目

参

考

手

法

環
境
要
素
の

影
響
要
因
の

区
分

区
分

粉
じ
ん
等

工
事
用
資
材

一

調
査
す
べ
き
情
報

等
の
搬
出
入

気
象
の
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評

価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び

評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
及
び
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
地
域



- 2 -

八

予
測
地
点

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き

る
地
点

九

予
測
対
象
時
期
等

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
に
用
い
る
自
動
車
の
運
行
に
よ
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期

建
設
機
械
の

一

調
査
す
べ
き
情
報

稼
働

気
象
の
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評

価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び

評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
及
び
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
地
域

八

予
測
地
点

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き

る
地
点
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九

予
測
対
象
時
期
等

建
設
機
械
の
稼
働
に
よ
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期

騒
音

工
事
用
資
材

一

調
査
す
べ
き
情
報

等
の
搬
出
入

イ

道
路
交
通
騒
音
の
状
況

ロ

沿
道
の
状
況

ハ

道
路
構
造
及
び
当
該
道
路
に
お
け
る
交
通
量
に
係
る
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
前
号
イ
の
情
報
に
つ
い
て
は
環
境
基
準
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
道
路
交
通
騒
音
に
つ
い
て
の
測
定
の
方
法
、
測
定
場
所

及
び
測
定
時
刻

三

調
査
地
域

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

音
の
伝
搬
理
論
に
基
づ
く
計
算

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
地
点

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

九

予
測
対
象
時
期
等
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工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
に
用
い
る
自
動
車
の
運
行
に
よ
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期

建
設
機
械
の

一

調
査
す
べ
き
情
報

稼
働

イ

騒
音
の
状
況

ロ

地
表
面
の
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
前
号
イ
の
情
報
に
つ
い
て
は
騒
音
規
制
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
建
設
作
業
に
伴
っ
て
発
生
す
る
騒
音

の
規
制
に
関
す
る
基
準
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
騒
音
に
つ
い
て
の
測
定
の
方
法

三

調
査
地
域

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

音
の
伝
搬
理
論
に
基
づ
く
計
算

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
地
点

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

九

予
測
対
象
時
期
等

建
設
機
械
の
稼
働
に
よ
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期



- 5 -

施
設
の
稼
働

一

調
査
す
べ
き
情
報

イ

騒
音
の
状
況

ロ

地
表
面
の
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
前
号
イ
の
情
報
に
つ
い
て
は
環
境
基
準
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
騒
音
に
つ
い
て
の
測
定
の
方
法
、
測
定
場
所
及
び
測
定

時
刻

三

調
査
地
域

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

音
の
伝
搬
理
論
に
基
づ
く
計
算

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
地
点

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

九

予
測
対
象
時
期
等

発
電
所
の
運
転
が
定
常
状
態
と
な
る
時
期
及
び
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る
時
期
（
最
大
に
な
る
時
期
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
る
。
）

振
動

工
事
用
資
材

一

調
査
す
べ
き
情
報
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等
の
搬
出
入

交
通
量
に
係
る
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
に
使
用
す
る
自
動
車
が
運
行
す
る
予
定
の
路
線
及
び
そ
の
周
辺
区
域

四

調
査
地
点

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る

た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
及
び
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地

域
八

予
測
地
点

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

九

予
測
対
象
時
期
等

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
に
用
い
る
自
動
車
の
運
行
に
よ
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期

建
設
機
械
の

一

調
査
す
べ
き
情
報

稼
働

地
盤
の
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域
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振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る

た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
及
び
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地

域
八

予
測
地
点

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

九

予
測
対
象
時
期
等

建
設
機
械
の
稼
働
に
よ
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期

水
の
濁
り

造
成
等
の
施

一

調
査
す
べ
き
情
報

工
に
よ
る
一

浮
遊
物
質
量
の
状
況

時
的
な
影
響

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
前
号
の
情
報
に
つ
い
て
は
環
境
基
準
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
浮
遊
物
質
量
に
係
る
水
質
の
汚
濁
に
つ
い
て
の
測
定
の
方

法
三

調
査
地
域

浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点
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浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び

評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及

び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
及
び
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
地
点

浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で

き
る
地
点

九

予
測
対
象
時
期
等

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期

地
形
改
変
及

一

調
査
す
べ
き
情
報

び
施
設
の
存

浮
遊
物
質
量
の
状
況

在

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
前
号
の
情
報
に
つ
い
て
は
環
境
基
準
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
浮
遊
物
質
量
に
係
る
水
質
の
汚
濁
に
つ
い
て
の
測
定
の
方

法
三

調
査
地
域

浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
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評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及

び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
及
び
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
地
点

浮
遊
物
質
量
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
予
測
地
域
に
お
け
る
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で

き
る
地
点

九

予
測
対
象
時
期
等

水
の
濁
り
の
特
性
を
踏
ま
え
、
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

重
要
な
地
形

地
形
改
変
及

一

調
査
す
べ
き
情
報

及
び
地
質

び
施
設
の
存

イ

地
形
及
び
地
質
の
状
況

在

ロ

重
要
な
地
形
及
び
地
質
の
分
布
、
状
態
及
び
特
性

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

対
象
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
区
域

四

調
査
地
点

地
形
及
び
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
重
要
な
地
形
及
び
地
質
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し

、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点
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五

調
査
期
間
等

地
形
及
び
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
重
要
な
地
形
及
び
地
質
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測

し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

重
要
な
地
形
及
び
地
質
に
つ
い
て
、
分
布
、
成
立
環
境
の
改
変
の
程
度
を
把
握
し
た
上
で
、
事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
地
形
及
び
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
地
形
及
び
地
質
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け

る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
対
象
時
期
等

地
形
及
び
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
地
形
及
び
地
質
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

土
地
の
安
定

地
形
改
変
及

一

調
査
す
べ
き
情
報

性

び
施
設
の
存

土
地
の
安
定
性
の
状
況

在

ニ

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

対
象
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
区
域

四

調
査
地
点

土
地
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
土
地
の
安
定
性
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る

た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
時
期
等

土
地
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
土
地
の
安
定
性
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す

る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

土
地
の
安
定
性
に
つ
い
て
、
表
層
土
壌
や
地
質
の
改
変
の
程
度
を
把
握
し
た
上
で
、
斜
面
安
定
解
析
等
の
土
質
工
学
的

手
法
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七

予
測
地
域

土
地
の
特
性
を
踏
ま
え
、
土
地
の
安
定
性
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
と
し
て
、
第
三
号
の
調
査

地
域
に
準
ず
る

八

予
測
対
象
時
期
等

土
地
の
特
性
を
踏
ま
え
、
土
地
の
安
定
性
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

反
射
光

地
形
改
変
及

一

調
査
す
べ
き
情
報

び
施
設
の
存

イ

土
地
利
用
の
状
況

在

ロ

地
形
の
状
況

ニ

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

反
射
光
の
特
性
を
踏
ま
え
、
反
射
光
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四

調
査
地
点

反
射
光
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
反
射
光
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

反
射
光
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
反
射
光
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
反
射
光
の
特
性
を
踏
ま
え
、
反
射
光
に
係
る
環
境
影
響
を
う
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
対
象
時
期
等

反
射
光
の
特
性
を
踏
ま
え
、
反
射
光
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期
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重
要
な
種
及

造
成
等
の
施

一

調
査
す
べ
き
情
報

び
注
目
す
べ

工
に
よ
る
一

イ

哺
乳
類
、
鳥
類
、
爬
虫
類
、
両
生
類
、
昆
虫
類
に
関
す
る
動
物
相
の
状
況

は

き
生
息
地

時
的
な
影
響

ロ

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
の
分
布
、
生
息
の
状
況
及
び
生
息
環
境
の
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

地
形
改
変
及

三

調
査
地
域

び
施
設
の
存

対
象
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
区
域

在

四

調
査
地
点

動
物
の
生
息
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
に
係
る
環
境
影
響

を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点
又
は
経
路

五

調
査
期
間
等

動
物
の
生
息
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
に
係
る
環
境
影

響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
に
つ
い
て
、
分
布
又
は
生
息
環
境
の
改
変
の
程
度
を
把
握
し
た
上
で
、
事
例
の
引

用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
動
物
の
生
息
の
特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
に
係
る
環
境
影

響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
対
象
時
期
等

動
物
の
生
息
の
特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

重
要
な
種
及

造
成
等
の
施

一

調
査
す
べ
き
情
報

び
重
要
な
群

工
に
よ
る
一

イ

種
子
植
物
そ
の
他
主
な
植
物
に
関
す
る
植
物
相
及
び
植
生
の
状
況

落

時
的
な
影
響

ロ

重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
の
分
布
、
生
育
の
状
況
及
び
生
育
環
境
の
状
況
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二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

地
形
改
変
及

三

調
査
地
域

び
施
設
の
存

対
象
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
区
域

在

四

調
査
地
点

植
物
の
生
育
及
び
植
生
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
に
係
る
環
境
影

響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点
又
は
経
路

五

調
査
期
間
等

植
物
の
生
育
及
び
植
生
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
に
係
る
環
境

影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
に
つ
い
て
、
分
布
又
は
生
育
環
境
の
改
変
の
程
度
を
把
握
し
た
上
で
、
事
例
の
引
用
又
は

解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
植
物
の
生
育
及
び
植
生
の
特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
に
係
る
環
境

影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
対
象
時
期
等

植
物
の
生
育
及
び
植
生
の
特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時

期

地
域
を
特
徴

造
成
等
の
施

一

調
査
す
べ
き
情
報

づ
け
る
生
態

工
に
よ
る
一

イ

動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
に
係
る
概
況

系

時
的
な
影
響

ロ

複
数
の
注
目
種
等
の
生
態
、
他
の
動
植
物
と
の
関
係
又
は
生
息
環
境
若
し
く
は
生
育
環
境
の
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

地
形
改
変
及

三

調
査
地
域
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び
施
設
の
存

対
象
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
区
域

在

四

調
査
地
点

動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
特
性
及
び
注
目
種
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
注
目
種
等
に
係

る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点
又
は
経
路

五

調
査
期
間
等

動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
特
性
及
び
注
目
種
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
注
目
種
等
に

係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

注
目
種
等
に
つ
い
て
、
分
布
、
生
息
又
は
生
育
環
境
の
改
変
の
程
度
を
把
握
し
た
上
で
、
事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
特
性
及
び
注
目
種
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
注
目
種
等
に

係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
対
象
時
期
等

動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
特
性
及
び
注
目
種
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
注
目
種
等
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握

で
き
る
時
期

主
要
な
眺
望

地
形
改
変
及

一

調
査
す
べ
き
情
報

点
及
び
景
観

び
施
設
の
存

イ

主
要
な
眺
望
点

資
源
並
び
に

在

ロ

景
観
資
源
の
状
況

主
要
な
眺
望

ハ

主
要
な
眺
望
景
観
の
状
況

景
観

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

対
象
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
区
域

四

調
査
地
点

調
査
地
域
に
お
け
る
景
観
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に
主
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要
な
眺
望
景
観
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

調
査
地
域
に
お
け
る
景
観
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に

主
要
な
眺
望
景
観
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
及
び
時
期

六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

イ

主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
に
つ
い
て
、
分
布
の
改
変
の
程
度
を
把
握
し
、
事
例
の
引
用
又
は
解
析

ロ

主
要
な
眺
望
景
観
に
つ
い
て
、
完
成
予
想
図
、
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
法
そ
の
他
の
視
覚
的
な
表
現
方
法

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
調
査
地
域
に
お
け
る
景
観
の
特
性
を
踏
ま
え
、
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に

主
要
な
眺
望
景
観
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
対
象
時
期
等

調
査
地
域
に
お
け
る
景
観
の
特
性
を
踏
ま
え
、
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に
主
要
な
眺
望
景
観
に
係
る
環
境

影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

主
要
な
人
と

工
事
用
資
材

一

調
査
す
べ
き
事
項

自
然
と
の
触

等
の
搬
出
入

イ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
状
況

れ
合
い
の
活

ロ

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
分
布
、
利
用
の
状
況
及
び
利
用
環
境
の
状
況

動
の
場

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入
に
使
用
す
る
自
動
車
の
運
行
が
予
定
さ
れ
る
路
線
及
び
そ
の
周
辺
区
域

四

調
査
地
点

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ

合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
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れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間

帯
六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
に
つ
い
て
、
分
布
又
は
利
用
環
境
の
改
変
の
程
度
を
把
握
し
た
上
で
、

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触

れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
対
象
時
期
等

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環

境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

地
形
改
変
及

一

調
査
す
べ
き
事
項

び
施
設
の
存

イ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
状
況

在

ロ

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
分
布
、
利
用
の
状
況
及
び
利
用
環
境
の
状
況

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三

調
査
地
域

対
象
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
区
域

四

調
査
地
点

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
前
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ

合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

五

調
査
期
間
等

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
第
三
号
の
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触

れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
期
間
、
時
期
及
び
時
間

帯
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六

予
測
の
基
本
的
な
手
法

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
に
つ
い
て
、
分
布
又
は
利
用
環
境
の
改
変
の
程
度
を
把
握
し
た
上
で
、

事
例
の
引
用
又
は
解
析

七

予
測
地
域

第
三
号
の
調
査
地
域
の
う
ち
、
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触

れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

八

予
測
対
象
時
期
等

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
に
係
る
環

境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

産
業
廃
棄
物

造
成
等
の
施

一

予
測
の
基
本
的
な
手
法

工
に
よ
る
一

産
業
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
の
排
出
量
の
把
握

時
的
な
影
響

二

予
測
地
域

対
象
事
業
実
施
区
域

三

予
測
対
象
時
期
等

工
事
期
間

地
形
改
変
及

一

予
測
の
基
本
的
な
手
法

び
施
設
の
存

イ

産
業
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
の
排
出
量
の
把
握

在

ロ

適
切
な
処
理
・
処
分
の
方
策
の
把
握

ニ

予
測
地
域

対
象
事
業
実
施
区
域

三

予
測
対
象
時
期
等

発
電
事
業
の
終
了
時
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残
土

造
成
等
の
施

一

予
測
の
基
本
的
な
手
法

工
に
よ
る
一

残
土
の
排
出
量
の
把
握

時
的
な
影
響

二

予
測
地
域

対
象
事
業
実
施
区
域

三

予
測
対
象
時
期
等

工
事
期
間

備
考

一

こ
の
表
に
お
い
て
「
粉
じ
ん
等
」
と
は
、
粉
じ
ん
、
ば
い
じ
ん
及
び
自
動
車
の
運
行
又
は
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
い
発
生
す
る
粒
子
状
物
質
を
い
う
。

二

こ
の
表
に
お
い
て
「
土
地
の
安
定
性
」
と
は
、
太
陽
電
池
発
電
所
を
設
置
す
る
た
め
に
造
成
等
が
行
わ
れ
る
傾
斜
地
に
お
い
て
、
土
地
の
形
状
が
保
持

さ
れ
る
性
質
を
い
う
。

三

こ
の
表
に
お
い
て
「
重
要
な
地
形
及
び
地
質
」
、
「
重
要
な
種
」
、
「
重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点

か
ら
重
要
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

四

こ
の
表
に
お
い
て
「
反
射
光
」
と
は
、
太
陽
電
池
に
入
射
し
た
太
陽
光
が
反
射
し
、
住
居
等
保
全
対
象
に
到
達
す
る
現
象
を
い
う
。

五

こ
の
表
に
お
い
て
「
注
目
す
べ
き
生
息
地
」
と
は
、
学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
こ
と
、
地
域
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
注
目
す
べ
き
生
息
地
を
い
う
。

六

こ
の
表
に
お
い
て
「
主
要
な
眺
望
点
」
と
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
て
い
る
眺
望
す
る
場
所
を
い
う
。

七

こ
の
表
に
つ
い
て
「
主
要
な
眺
望
景
観
」
と
は
、
主
要
な
眺
望
点
か
ら
景
観
資
源
を
眺
望
す
る
景
観
を
い
う
。

八

こ
の
表
に
お
い
て
「
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
」
と
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
て
い
る
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
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活
動
の
場
を
い
う
。
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